
緑　の　風　景　計　画株 式 会 社  

■主旨・内容

　「こもれびの里」は、国営昭和記念公園の「森のゾーン」にあって、公園北部の砂

川口ゲート近くに位置する。「昭和・武蔵野・農業」をテーマとして、昭和30年代の

なつかしい武蔵野の農村風景を再現し、さまざまな体験を通してくらしの知恵を発展

継承するものである。

　また、今後の計画・整備・運営にあたっては、市民参加によることを基本方針とし

ている。

　本業務は、市民参加による整備・運営を具現化するため、その可能性を調査し、今

後の施設整備・運営に向けた、協働による各種討論会や計画ワークショップ等の企画・

運営を行う。また、植裁及び園路広場や水田等の土木造園整備計画や農家ゾーン整備

に向けた計画を検討行っている。

■諸元

公園名称： 国営昭和記念公園

施主  ： 国土交通省 関東地方整備局

      国営昭和記念公園工事事務所

所在地 ： 東京都立川市

敷地面積： 180ha

対象面積： 2.8ha

業務内容： 運営基本計画

設計期間： 2001.11～2007.03

国営昭和記念公園 こもれびの里整備計画（平成12年度～）      

◆テーマ

◆目的

お父さん、お母さんが子供だった頃・・・

 

国営昭和記念公園工事事務所長表彰

昭和・武蔵野・農業

かつてのくらしの知恵を再発見し、

将来へ向けて発展継承する。

近くにいて懐かしい昭和、

ちょっと昔の風景やものに出会うとき、私達の心はほっとする。

単なる懐古趣味や郷愁だけの古里ではなく、新しいライフスタイルにこたえる。

現代の里「今里」を創造する

昭和・武蔵野・農業

かつてのくらしの知恵を再発見し、

将来へ向けて発展継承する。

近くにいて懐かしい昭和、

ちょっと昔の風景やものに出会うとき、私達の心はほっとする。

単なる懐古趣味や郷愁だけの古里ではなく、新しいライフスタイルにこたえる。

現代の里「今里」を創造する
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こもれびの里

平成 年 月：

平成 年 月：

平成 年 度：

平成 年 月：「こもれびの里クラブ」発足

実験水田の開墾

作業小屋「里の小屋」完成

開園予定

・
・

平成 年 月：谷戸田造成工事完成

畑の開墾開始

開墾前の里の風景

平成17年 春

作業小屋

畑 谷戸田 雑木林

緑　の　風　景　計　画株 式 会 社  

■主旨・内容

　「こもれびの里」は、「昭和・武蔵野・農業」をテーマとして、昭和30年代のなつかしい武蔵

野の農村風景を再現し、さまざまな体験を通してくらしの知恵を発展継承するものである。

　国営公園としてははじめての試みとして、計画段階から、市民参加の手法によって事業を進め

るものとしている。

　市民参加の可能性調査を行い、手ごたえが得られたことから、一般公募によって市民協働の「こ

もれびの里クラブ」を立ち上げ、農作業や年中行事などの活動、ワークショップによる各種検討

会を行い、また、学識経験者や地元有識者等による「こもれびの里懇談会」によってクラブの方

向性の検討などを行い、検討結果をもとに、供用後の運営計画、施設整備計画を作成した。

■諸元

公園名称： 国営昭和記念公園

施主  ： 国土交通省 関東地方整備局

      国営昭和記念公園工事事務所

所在地 ： 東京都立川市

敷地面積： 180ha

対象面積： 2.8ha

業務内容： 運営基本計画

設計期間： 2002.08～2003.03

国営昭和記念公園 こもれびの里運営及び運営計画（平成12年度～）     

◆運営組織

 

平成18年度こもれびの里クラブ

１．市民が継続的に参加していく
２．昭和30年代の武蔵野の農村にあった心象風景を再現する 昭 和 武蔵野 農 業
◆基本方針 ◆テーマ

懇談会

・活動の社会的意義の検討
・クラブのあり方の検討
・活動の方向性の検討
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・活動の調整
・まとめ役
・世話役

工事事務所 管理センター

こもれびの里クラブ

寄り合い・幹事会
・活動計画の立案
・活動の運営

公園管理者

指導員
・活動に対する
 各種指導・支援
・武蔵野の農業の達人

◆ワークショップの開催

開
村 2002

伝統行事 農作業 体験イベントの開催

伝統的な食の再現 納屋などの建設 植生の管理

◆こもれびの里クラブの発足と運営

          




